
 
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）
 

        

目
 
 
次
 

 
規
 
則
 

○
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
 

を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
六

 

 
告
 
示
 

○
平
成
二
十
四
年
度
年
度
水
稲
及
び
大
豆
原
種
の
配
付
数
量
及
び
配
付
価
格
を
定
 

め
た
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
六

 

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件
三
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
六

 

○
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
七

 

 
公
 
告
 

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
七

 

○
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
八

 

 
 

規
 
 
則
 

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 
 

福
島
県
規
則
第
三
号
 

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
 

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
 

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
 

和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

別
表
第
二
相
双
信
用
組
合
の
項
中
「
相
馬
西
支
店
」
の
下
に
「
、
い
わ
き
支
店
」
を
加
え
、
同
表
た

む
ら
農
業
協
同
組
合
の
項
中
「
、
要
田
支
店
」
を
削
る
。
 

附
 
則
 

こ
の
規
則
中
別
表
第
二
相
双
信
用
組
合
の
項
の
改
正
規
定
は
平
成
二
十
五
年
三
月
四
日
か
ら
、
同
表

た
む
ら
農
業
協
同
組
合
の
項
の
改
正
規
定
は
同
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
出
納
総
務
課
）
 

 

告
 
 
示
 

福
島
県
告
示
第
百
十
五
号
 

平
成
二
十
四
年
度
水
稲
及
び
大
豆
原
種
の
配
付
数
量
及
び
配
付
価
格
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。
 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

一
 
原
種
の
配
付
数
量
 

 
種
類
 
 
 
 
 
 
品
種
名
 
 
 
 
 
数
量
（
単
位
 
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
 

 
水
稲
 
 
 
 
 
 
コ
シ
ヒ
カ
リ
 
 
 
一
四
、
一
九
六
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
と
め
ぼ
れ
 
 
 
 
五
、
三
四
〇
 

 
 
 
 
 
 
 
天
の
つ
ぶ
 
 
 
 
 
一
、
一
八
〇
 

 
 
 
 
 
 
 
あ
き
た
こ
ま
ち
 
 
 
 
 
五
二
〇
 

 
 
 
 
 
 
 
チ
ヨ
ニ
シ
キ
 
 
 
 
 
 
六
八
〇
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
い
ひ
め
 
 
 
 
 
 
 
 
四
〇
 

 
 
 
 
 
 
 
た
か
ね
み
の
り
 
 
 
 
 
 
四
〇
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
夢
の
香
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
四
 

 
 
 
 
 
 
 
こ
が
ね
も
ち
 
 
 
 
 
 
七
八
〇
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水
稲
合
計
 
 
 
 
二
二
、
八
〇
〇
 

 
大
豆
 
 
 
 
 
 
タ
チ
ナ
ガ
ハ
 
 
 
 
 
 
一
四
四
 

 
 
 
 
 
 
 
ふ
く
い
ぶ
き
 
 
 
 
 
 
 
二
〇
 

 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ス
ズ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
〇
 

 
 
 
 
 
 
 
す
ず
ほ
の
か
 
 
 
 
 
 
 
 
四
 

 
 
 
 
 
 
 
あ
や
こ
が
ね
 
 
 
 
 
 
二
六
〇
 

 
 
 
 
 
 
 
大
豆
合
計
 
 
 
 
 
 
 
四
四
八
 

二
 
原
種
の
配
付
価
格
 

 
 
原
種
 
 
 
 
 
 
単
位
 
 
 
 
 
 
価
格
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。
）
 

 
 
水
稲
 
 
 
 
 
 
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
 
 
三
六
〇
円
 

 
 
大
豆
 
 
 
 
 
 
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
 
 
三
二
九
円
 

（
水
田
畑
作
課
）
 

 福
島
県
告
示
第
百
十
六
号
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。
 平

成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
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（
道
路
計
画
課
）
 

 福
島
県
告
示
第
百
十
七
号
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
喜
多
方
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。
 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

（
道
路
計
画
課
）
 

 福
島
県
告
示
第
百
十
八
号
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。
 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

（
道
路
計
画
課
）
 

 福
島
県
告
示
第
百
十
九
号
 

 
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
区

画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。
 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

一
 
土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称
 
喜
多
方
市
幸
町
地
区
沿
道
整
備
街
路
事
業
 

二
 
施
行
者
の
名
称
 
喜
多
方
市
 

三
 
施
行
地
区
 
喜
多
方
市
字
御
清
水
及
び
字
梅
竹
の
各
一
部
の
区
域
 

四
 
事
業
所
の
所
在
地
 
喜
多
方
市
字
御
清
水
東
七
千
二
百
四
十
四
番
地
二
 

五
 
施
行
認
可
の
年
月
日
 
平
成
二
十
一
年
九
月
九
日
 

六
 
変
更
認
可
の
年
月
日
 
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
 

七
 
変
更
の
内
容
 
事
業
施
行
期
間
 

変
更
前
 
平
成
二
十
一
年
九
月
九
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

変
更
後
 
平
成
二
十
一
年
九
月
九
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）
 

 

公
 
 
告
 

 公
告
第
四
十
七
号
 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

一
 
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
 

平
成
二
十
五
年
二
月
十
四
日
 

二
 
名
称
 

県
道
本
宮

停
車
場
線
 

路

線

名
 

本
宮
市
本
宮
字
九
縄
二
〇

番
六
地
先
か
ら
 

同
 
市
本
宮
字
中
條
二
二

番
地
先
ま
で
 

本
宮
市
本
宮
字
九
縄
二
〇

番
四
地
先
か
ら
 

同
 
市
本
宮
字
中
條
二
二

番
地
先
ま
で
 

区
 
 
 
 
 
 
間
 

変
更
後
 

変
更
前
 

変
更
前
変

更
後
の
別
 

一
〇
・
九
〜
 

三
三
・
八
  

 
 
一
〇
・
九
〜
 

三
三
・
八
 

 

敷

地

の

幅

員
 

（
メ
ー
ト
ル
）
 

一
五
二
・
八

 

二
一
二
・
六

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

県
道
熱
塩

加
納
山
都

西
会
津
線
 

路

線

名
 

喜
多
方
市
山
都
町
一
ノ
木

字
越
戸
乙
四
〇
九
九
番
一

地
先
か
ら
 

同
 
 
市
山
都
町
一
ノ
木

字
西
高
石
乙
四
一
一
九
番

二
地
先
ま
で
 

区
 
 
 
 
 
 
間
 

変
更
後
 

変
更
前
 

変
更
前
変

更
後
の
別
 

 
 
一
〇
・
〇
〜

三
三
・
〇

 
 
四
・
九
〜
 

一
七
・
二
 

敷

地

の

幅

員
 

（
メ
ー
ト
ル
）
 

四
二
〇
・
〇

四
三
三
・
五

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

県
道
い
わ

き
石
川
線
 

路

線

名
 

い
わ
き
市
遠
野
町
大
平
字

皿
貝
一
四
番
三
地
先
か
ら
 

同
 
 
市
遠
野
町
字
石
畑

七
二
番
一
一
地
先
ま
で
 

区
 
 
 
 
 
 
間
 

変
更
後
 

変
更
前
 

変
更
前
変

更
後
の
別
 

一
四
・
〇
〜
 

一
一
四
・
〇
 

一
一
・
〇
〜
 

六
八
・
〇
 

敷

地

の

幅

員
 

（
メ
ー
ト
ル
）
 

 
九
二
九
・
〇

九
二
九
・
〇

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
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【定価 １箇月 3,390円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷再生紙を使用しています｡

特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ん
な
の
と
な
り
組
 

三
 
代
表
者
の
氏
名
 

堀
 
有
伸
 

四
 
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区
本
町
二
丁
目
九
十
番
地
一
号
 

五
 
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的
 

こ
の
法
人
は
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
、
そ
の
後
の
避
難
生
活
に
よ
り

大
き
な
影
響
を
受
け
た
福
島
県
浜
通
り
の
地
域
に
お
い
て
、
南
相
馬
市
を
中
止
に
各
種
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
事
業
の
開
催
を
通
じ
て
、
旧
来
か
ら
あ
っ
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
及
び
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
再
生
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、
被
災
地
に
お
け
る
経
験
や
知
識
を
医
療
者
の

観
点
か
ら
記
録
・
蓄
積
し
、
今
後
の
地
域
で
発
生
す
る
健
康
上
の
問
題
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
に
存
在
す
る
精
神
医
療
へ
の
抵
抗
感
を
緩
和
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
う
つ

病
な
ど
の
精
神
疾
患
や
自
殺
の
増
加
の
予
防
を
図
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
情
報
を
広
く
世

界
に
発
信
し
、
被
災
地
と
そ
れ
以
外
の
地
域
を
む
す
び
つ
け
る
働
き
に
も
貢
献
す
る
こ
と
で
、
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
複
合
災
害
と
い
う
未
曾
有
の
経
験
に
つ
い
て
の
可
視
化
・
共
有
化
を
促
進
す
る
。
 

（
文
化
振
興
課
）
 

 公
告
第
四
十
八
号
 

  土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
者
か
ら
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
。
 

    平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

土
地
改
良
事
業
を
行
っ
 
地
区
名
 
土
地
改
良
事
業
の
 
施
行
認
可
又
は
施
行
 
工
事
の
完
了
年
月
日
 

た
者
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
種
類
 
 
 
 
 
 
同
意
の
年
月
日
 

会
津
坂
下
町
只
見
川
土
 
上
ノ
原
 
ほ
場
整
備
 
 
 
 
平
成
一
四
年
九
月
一
 
平
成
二
三
年
九
月
一
 

地
改
良
区
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
日
 
 
 
 
 
 
 
〇
日
 

                                               
 
 
 
 
 
 
 
 
（
農
村
計
画
課
）
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